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ドンサホンダムとメコンの漁業 

WorldFish Center科学的概要報告 

Eric Baran, Blake Ratner著 2007年 6月 

仮訳：メコン・ウォッチ 

 

（英語原文：http://www.worldfishcenter.org/resource_centre/DonSahong-final.pdf） 

 
メッセージの要点 

・もしドンサホンダムが建設されることになれば、メコン河下流域で最初の本流ダムとなる（訳

注：2007年時点） 

・ダムの計画されているフーサホン分流（訳注：英語では Hoo Sahong channel。直訳すると「フ

ーサホン水路」だが、水路だと人工的な流れを指すため「分流」とした。川が分岐して流れる場

合、派川とも言うが主に海に注ぐ場合を指すようである。）は、メコン河流域の魚の回遊に特に

重要な役割を担っている。 

・メコン河下流域は、世界で最も生産性の高い淡水漁業を担い、国家と地域レベルにおける経済

と食料の安全保障、農村部の生計の持続性に寄与している。 

・漁業に対するダムの影響を緩和する効果的な手段は、この地域に存在しない。 

・失われる漁業生産は、予想されるダムの経済的利益よりも価値があるだろう。包括的な科学的

評価が求められる。 

 
はじめに 

ダムは、国の一部のセクターと地域経済には主要な

利益をもたらす。しかし、それが実施されると、し

ばしば副次的な経済コストを他にもたらしもする。

漁業は、ダム開発によって影響を受けるもっとも重

要なセクターの一つであり、河川の全ての経済的潜

在力を利用したいならば、それを完全に理解する必

要がある。本稿では計画されているドンサホン水力

発電ダムがメコン河下流域の漁業に対し起こしうる

影響について、現時点での科学的な既存情報を検討

する。 

 

ドンサホンダム 

ラオス政府とマレーシアのエンジニアリング会社メ

ガファースト（Mega First Corporation Berhad：MFCB）

はドンサホン水力発電第一事業に関し、覚書（MOU）

を 2006 年 3 月に交わしている（1）。MFCB の会長に

よると、事業は 3 億ドル、2010 年に完成する計画で

（発電所は）約 240MW の発電可能量を有する。

MFCB 社長によると、「このダムは流し込み式

(run-of-river project)で、河の分流の一つを堰き止める

だろう」（2）。そのほかの工学上の特徴は公開されて

おらず、同事業は 26 メートルの高さで設計され、最

初に考慮された 4 倍以上の発電能力を持っていると

みられる（3）。もし建設されれば、メコン河下流域

で最初の本流ダムとなる。（訳注：2007 年時点の情報。

2013 年、ラオス政府により環境影響評価書が公開さ

れている。） 

 
図１：ダム建設予定地（3） 

http://www.worldfishcenter.org/resource_centre/DonSahong-final.pdf
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コーン瀑布群とフーサホン分流の重要性 

コーン瀑布群はメコン河の漁業資源全てにとって重

要な場である。メコン河はこの滝の部分で、コラー

ト高原からメコン平原へ 20-30 メートル落下する。

ここで河は、ラオス語で「フー」と呼ばれる狭く網

の目のような分流の複雑なネットワークを形成する。

科学者はこの地域を網羅して記録し、少なくとも 201

種の魚種を発見した。その中には固有種や絶滅危惧

種である Mekongina erythrospila（現地名パー・サィ

ー）や Probarbus jullieni（現地名パー・ウン・タート

エン）が含まれる（4）。この地域は、メコン河にわ

ずかに残った淡水イルカ(Orcaella brevirostris)の群れ

の一つを支える場でもある。 

重要なのは、この滝が流域の魚の回遊のボトルネッ

クになっていることを、28 の学術的な研究が示して

いることである（5）。ダム計画地であるフーサホン

は、メコン河の魚類回遊に非常に重要で特徴的な役

割を担っている。それは、10 年以上前にメコン河委

員会で出版された fisheries newsletter の記事に詳しい

（6）。 

 

4月、最初の小さなナマズの仲間の群れがカンボジアか

らコーン瀑布群に到着する。この種、 Pangasius 

macronema（現地名パーヨン・シヤプ）は滝を通りメコ

ン河を遡上するので、大量に捕獲される。経済的重要種

の漁獲高は、コーン瀑布群のエリアにある島、（ドン）

サダム島と（ドン）サホン島（訳注：ドンは島を指す）

の間のフーサホン分流で非常に高い。フーサホンは、川

の水位が最低な時期に回遊魚が効果的にコーン瀑布群

を越えられる唯一の経路なのである。実際、フーサホン

は通年で回遊魚を取るための、もっとも重要な分流とし

て地域の人々によく知られている。コーン瀑布群の他の

ほとんどの分流が、回遊魚の超えることのできない大き

な滝を有しているからだ。一方、フーサホン分流は、7

キロに亘り自然の障壁がなく、カンボジアからコーンの

滝にやってきてメコン河を遡上する回遊性の魚にとり

通過しやすい。 

…ラオス政府は、回遊魚にとってこの分流が決定的な重

要性を持つと、かなり前から判断していた。1960年代、

70、80 年代に何度も、政府はフーサホンでの漁業を禁

止した。なぜなら回遊魚の通路として良く知られていた

からだ。 

フーサホン上流の住民がしばしば指摘していることだ

が、もし魚がこの分流を上がっていけなければ、コーン

郡（チャンパサック県）からラオスの首都ビエンチャン

北部までの人たちは、十分な魚を食べられなくなるだろ

うという。なぜなら、回遊魚は数多くあるコーン瀑布群

のほかの分流では、遡上できないからである･･･。 

フーサホンをブロックすることは、ラオスにおけるメコ

ン河の最も重要な漁業を破壊することになりかねない。 

 

フーサホンのダムは、魚が通年で滝を通って回遊で

きる、唯一の水深のある分流をふさいでしまう。こ

れは、メコン平原とメコン上流域の間の乾季の魚の

移動を事実上阻害することになるだろう。図３に示

したように、乾季は回遊魚の上流への重要な移動時

期である。メコン河流域では、回遊性の有無が確認

されている魚のうち 87％が回遊性を持ち、その中に

は、経済的に重要な種も含まれる（7）。魚は一般に、

食餌のために降下し（トンレサップ、カンボジア氾

濫原）、繁殖のために遡上する（北部カンボジア、ラ

オス、タイ）。コーンの滝で年間漁獲量の 11-73％を

占めるように、乾季の終わりに漁が集中して行われ

ており、特に水位の最低なこの数か月の回遊が、ど

れほど重要であるかを示している。これらの魚の間

には再生産のための産卵回遊が見られる（8）。コー

ンの滝の魚の回遊を妨げることは、それゆえに流域

全体の社会、生態系、経済に影響することになる。 

多くの魚が回遊の「引き金」として水位の変化に対

し敏感である。計画されているドンサホンダムは「流

れ込み式（訳注：河川を流れる水の力をそのまま利

用するとされるが、実際には水をせき止める必要が

ある。貯水池は他のダム方式に比べ小さい）」である

ため、特に一番乾燥した時期には、すぐ下流の流量

パターンを変化させるだろう。これは、魚の回遊を

非常に混乱させる。 

回遊性の魚の 16％の行動の引き金は、水文学的な手

がかり（訳注：具体的には急激な水位上昇、雨季の
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始めの降雨による水の濁りなど）をきっかけとし、

それは乾季の終わりに起きることが多い。メコンの

流域国のカンボジアは、特にこれらの影響を受けや

すい。 

（カンボジアの）トンレサップ湖で捕獲される主な

10 の魚のグループの間では、例えば、4 グループは

水文による（回遊の）誘発に敏感である。これらは

トンレサップ湖の漁獲量の 18％、価格のうちの 14%

を占める（9）。水文による（回遊の）誘発に敏感で

ある魚のグループは、商業的に捕獲漁業でも養殖で

も重要なパンガシウス科 (Pangasiidae)の魚を含む。

 
図２ コーン瀑布群 

 

図３：コーン瀑布群での魚の回遊パターン。Baran 2006から改訂（7） 

 

メコン漁業の経済的重要性 

天然魚捕獲漁業は、ラオス経済にとって重要で、そ

の GDP の推定 6-8 パーセントに貢献している（10、

11）。最新の包括的な推定値の一つによれば、ラオス

の天然魚捕獲漁業の水揚げは 64,600 トン（水田にお

ける漁獲量を含む）（訳注：ラオスでは、全国的に水

田で捕獲した魚を食料として日常的に利用してい

る）、または国の漁業生産の 78％にあたる（10）。研

究では、年間 6,600 万ドル（12）から 1 億ドル（13）

の間で国内経済への直接的価値があると推測されて

いる。 

漁業は地域の生活と食料安全保障に不可欠である。
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ラオス南部では、魚やその他の水生生物の食料とし

ての消費量は、一人あたり年 15-50kg である（14）。

メコン河が流れている複数の県では、食生活におけ

る動物性タンパク質の摂取量のうち魚や水産物が

27-78％をしめ、微量栄養素の摂取源としても貢献し

ている（14）。 

最新のラオス農業統計では、ラオスの人口の半分以

上が、何らかの形で捕獲漁業に参加したことが示さ

れた。ラオス南部では（居住）世帯の 80％以上が参

加し、水産物（販売）の家計の総収入に占める割合

は約 20％となる（10）。米が不足する数か月の間、人

びとは飢えないよう、魚や他の水生食品に依存する。

魚がなければ、ほとんどの家族は栄養状態を保つ代

替方法がない（15）。ラオス南部での研究では、「漁

業は最貧困層にとって重要なだけでなく、全ての家

計の「生計」の構成要素である」と結論付けている

（16）。 

年間 20億ドルの価値を生み出す天然魚の捕獲漁業は、

すべてのメコン河流域国にとって重要である（17）。

メコン河下流域－世界で最も生産的な淡水の漁場―

の天然魚の漁獲量推定は年間 260万トン、これは（ダ

ムなどの）貯水池の漁業と養殖業を両方合わせた生

産量の 5倍以上にあたる（18）。養殖業は、流域の魚

の生産の 10－12％を占めるに過ぎない（18.19）。そ

して養殖業者は多くの場合、養殖魚に小型の天然魚

を餌として与える。最近、カンボジア国内メコン委

員会の元に作成されたレポートで強調されているよ

うに、たとえその損失が漁業の数パーセントであっ

ても、それが示しているのは何万トンもの魚と何百

万ドルにものぼる経済価値なのである（20）。 

 

メコン河でのダムの影響の緩和 

様々な試みにもかかわらず、漁業に対するダムの影

響を緩和するための効果的な対策は、これまでのと

ころ存在しない（9）。（ダム）貯水池での漁業の創出

がしばしば、せき止めによる損失を相殺する方法と

して考えられる。しかしメコン流域で我々は、貯水

池で繁殖できる魚を 9 種知るのみである。これらの

種の貯水池漁業は、川からの漁業生産の全体的な損

失を補うものになりえないだろう。魚道もまたしば

しば、潜在的な問題を緩和する対策として説明され

るが、今までの経験では、これらが不十分であるこ

とが示されている。メコン流域で効果のある魚道の

例はない。（魚道が機能するには）生態学的要因と魚

の回遊の強さによるからである（9）。使用可能なデ

ータは、魚の移動が流域の一部の地域では、毎時 30

トンの密度に達することを示している（21）。これ

は魚道が対処するには多すぎる（22）。タイのパク

ムンダムでは、魚道の建設にもかかわらず、ダムの

上流と下流、双方の漁村が、漁獲量が 50－100％まで

減ったと報告した。彼らはまた、多くの魚種、特に

回遊魚と早瀬に生息する種が姿を消したことを報告

している（23）。 

 

まとめ 

詳細設計情報がない中、メコン流域漁業へのドンサ

ホンダムの影響を十分に評価することは不可能であ

る。しかし、利用可能な情報で行ったこの評価から

は、リスクが非常に高いことが示された。回遊の阻

害と水位の季節的変動パターンを変化させることに

より、ダムが熱帯の内水面漁業の漁獲に負の影響を

与えることは、他の河川流域の多くの事例も示して

いる（24）。ドンサホンダムの経済的収益を、代替地

でのダム建設と比較した研究では、漁業の影響は評

価しなかったと特記している（25）。しかしメコン河

漁業の経済的価値のデータと魚の回遊にダムがもた

らす影響のデータは、失われる漁業生産における経

済コストが、ダムから予想される経済的便益を上回

るだろうことを示している。提案された（ドンサホ

ン）ダムをさらに検討するのであれば、メコン河流

域漁業の広い文脈における費用便益を評価する総合

的な科学的評価が求められることを、この分析は示

唆している。 
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